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אלךּטּפֿ 院長 貝嶋 光信

タイトルがヘッダーを覆い隠しているのは仕様です
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いつの間にか夏至も過ぎ、北海道も初夏の装いですね。
恵み野病院は来る10月1日から「地域包括ケア病棟」の運用を開始する予定です。

これは主に当院の診療の主体である急性期医療の充実を図り、これを補完する目的で
す。急性期の治療は一段落したが、在宅生活にはもう少し体力回復させたり、リハビ
リが必要だったりする患者さんの療養の場を提供するものです。詳しくは追々ご紹介
いたします。ご期待下さい。
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常に変化する医療現場の最前線で働く看護師たちを専門知識や技能で支援する看護師のことです。
当院では、感染管理、皮膚・排泄ケア、緩和ケア、糖尿病、慢性疾患看護といった、特定の専門看護分野
において熟練した看護技術と最新の知識を有する看護師がその役割を果たしています。
皆様のお役に立てるようにしたいと、それぞれが様々な活動をしています
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当院で糖尿病外来の開設以来約17年に渡り、多くの糖尿病患者様と関わってきた経験を活かし、
糖尿病・生活習慣病センターで皆様の療養生活のお手伝いをしています。
「糖尿病の患者様は皆さん自身が病気の主治医です」
・皆様の生活に合った療養生活を自分自身で見つけるお手伝いをいたします。
・医師に聞けない事、合併症の不安など療養生活に対する疑問など何でもご相談ください。
「正しく糖尿病を理解することで、自分の療養生活を見直してみる」
・糖尿病教室の運営実施しています。カンバセーションマップという
ツールを利用した教室では、他の患者様のお話を聴く体験も出来ます。

詳しくは 外来 までお問い合わせください。

ḱ
ストーマ（人工肛門、人工膀胱）、創傷（褥瘡や下腿潰瘍な
ど）、失禁に対して、少しの工夫で日常生活を支障なく過ごす
ことができるようにケアを提供します。

ストーマ外来：定期受診、皮膚のトラブルや排泄物の漏れなど
の相談をお受けしています。

創傷ケア：褥瘡など様々な創のケアを行います。

失禁ケア：失禁や失禁に伴う皮膚のトラブルのケアを行います。

外来の所属ですが、病棟のケアも行っています。
お気軽にご相談ください。
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医療処置があっても、治る見込みがないと言われた病気を持っていても、在宅療養されているご本人

とご家族が、安心して生活を続けることができますよう、病気のこと、生活のこと、社会資源のことな
どについて、ご相談を受け、必要なお手伝いをいたします。

特に気管切開された方の管、尿の管、胃瘻の交換など、交換のために病院受診が大変な方々には、ご
自宅で交換が出来るようにご支援していきます。
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「緩和ケア」は、がんと診断された時から、がんの治療と一緒に受けてい
く医療です。

病気の時期に関係なく「つらさ」がある時にはいつでも受けることができ
ます。

身体のつらさ、気持ちのつらさ、生活上のつらさを抱えた患者さんとその
ご家族をともに支えていく医療やケアの事をいいます。

私は緩和ケアの認定看護師として、がん患者さんやそのご家族と向き合い、
抱えている悩みや不安を医師や医療ソーシャルワーカー、薬剤師、理学療
法士と一緒に考え支援していきたいと考えております。

一人で抱え込まず、「こんな事は相談しても仕方がない」と思わずにどん
なことでも伝えてください。

平成20年7月1日より、当院の ףּ ḭ

となっております｡皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

ףּ

恵み野病院では、患者や患者家族、訪問者、職員、委託職員 等、『病院に関わる全ての人を感染
から守る』を院内感染防止対策における理念としています。

病院施設に関わる全ての人が、感染症に対して正しく理解し、適切に対策をとることは、院内感染
を防止するために重要です。私は感染管理認定看護師として、院内感染防止のために職員1人1人が感
染防止対策を実践出来るよう、教育活動や相談への対応を行っています。また、今後は地域の皆様に、
感染症予防についての情報提供や知識の普及を図る活動を行いたいと考えております。よろしくお願
いいたします。
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６月３日(金) 19:00 ～ 恵庭RBパーク ３階 視聴覚室にて恵み野病診セミナー
が開催されました。定例は水曜日に実施されていましたが、諸般の事情で今回
は金曜日開催となり、参加者は少なめでしたが、お二人の先生の講演があり、
とても分かりやすい内容でした。

「SGLT2阻害剤の多面的作用について」
講 師：糖尿病内科 部長 松本 啓先生

「超高齢時代の脳の危機管理」
講 師：横浜総合病院 臨床研究センターセンター長 長田 乾先生

20 ṇ
去る平成28年5月28日に、第20回ケアサポート祭りが、盛大に執り

行われました。今年は、「笑顔あふれる夏祭り」をテーマに企画いたし
ました。当日は、利用者様はもとより、ご家族様、地域の方等の多数の
参加をいただきました。

企画内容としては、昼食時に職員による出店を開き、手作りの焼き鳥
や焼きそばを提供し、参加者の皆様に舌鼓をうってもらいました。

午後からは趣味で日本舞踊に取り組まれている方々が、日々の練習の成果をとても素敵に舞ってい
ただきました。とても一生懸命さが伝わってきました。また、外部アトラクションとして、小泉のり
子バレエスタジオによる子供たちのクラシックバレエの演舞やひまわり幼稚園園児による合唱、恵庭
岳太鼓、プロの演奏家の瀬野朋恵氏らによるピアノ、フルート、ソプラノの演奏と盛りだくさんの内
容でした。

利用者の皆さんは、子供たちのバレエや合唱に微笑み、太鼓や楽曲を聴きとても楽しんでいただけ
たのかと思います。

最後に、今回のケアサポート祭りは日本福祉リハビリテーション学院の学生さんや一般のボラン
ティアの方々の協力があってこそ無事運営できたと思います。この紙面を借りて厚く御礼申し上げま
す。今回のケアサポート祭りは、本当に利用者様･職員･地域の方々で作り楽しめたと思います。


